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日本医療労働組合連合会（日本医労連）本部の書記局員を募集します。
医療・介護・福祉関係労働者の賃金・労働条件の改善、大幅増員をはじめ、

安全・安心の医療・福祉の確立にむけた労働運動に熱意のある方を募集しま
す。（応募締切までにご紹介がない場合、一般公募を行います）
【募集人員】 若干名
【募集条件】 要自動車免許、簡単なＰＣ操作（ワード文書・エクセル表作成等）

年齢は35歳くらいまで（キャリア養成のため）
【勤務地】 東京都台東区入谷1-9-5
【勤務条件等】日本医労連規約・規定に基づく（国家公務員に準ずる）
【応募締切】 2019年5月24日（金）を予定します。
【面接予定】 2019年6月予定
【採用日】 2019年7月1日（相談に応ず）
各加盟組織からのご推薦、ご紹介をお願いいたします。とりわけ労働組合活動経
験者を優先して採用する方向で考えています。よろしくお願いします。

【問い合わせ・履歴書送付先】
〒110-0013 東京都台東区入谷1-9-5 日本医療労働会館3階

日本医労連・総務財政局 電話 03-3875-5871

購読の申しこみは

日本医労連へ
購 読 料 年間１，５００円（送料込）

（組合員の購読料は組合費に含む）
送金口座 中央労金荒川支店（普通預金）１１２３２９６

郵便振替00160-6-84866
ホームページ http ://www. irouren.or. jp/
電子メール n-ask@irouren.or. jp
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昨
年
10
月
に
お
き
た
ラ
イ
オ
ン

・
エ
ア
6
1
0
便
の
墜
落
、
今
年

3
月
に
は
エ
チ
オ
ピ
ア
航
空
3
0

2
便
の
墜
落
事
故
。
半
年
余
り
の

間
で
航
空
機
墜
落
事
故
が
相
次

ぎ
、
あ
わ
せ
て
3
4
6
名
の
い
の

ち
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
た
び
に
、

34
年
前
、
航
空
史
上
最
多
の
犠
牲

者
を
出
し
た
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜

落
事
故
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。「
教

宣
局
の
見
て
あ
る
記
」
の
第
2
弾

と
し
て
、
こ
の
事
故
の
残
骸
や
遺

品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
「
日

本
航
空
安
全
啓
発
セ
ン
タ
ー
」
の

見
学
を
選
び
ま
し
た
。

◆

◆

◆

◆

1
9
8
5
年
8
月
12
日
18
時
12

分
、
羽
田
空
港
発
大
阪
・
伊
丹
空

港
行
き
の
日
本
航
空
1
2

3
便
が
乗
客
乗
員
5
2
4

名
を
乗
せ
離
陸
。
そ
の
12

分
後
、
「
ド
ー
ン
」
と
い

う
音
と
と
も
に
操
縦
不
能

状
態
に
陥
り
、
32
分
間
の

迷
走
の
末
、
18
時
56
分
、

群
馬
県
多
野
郡
上
野
村
の

山
中
（
通
称
、
御
巣
鷹
の

尾
根
）
に
墜
落
、
5
2
0

名
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
事
故
原
因
は
、

当
時
の
運
輸
省
事
故
調
査

委
員
会
の
報
告
（
1
9
8

7
年
）
に
よ
れ
ば
、
同
機

が
7
年
前
に
起
こ
し
た

「
し
り
も
ち
事
故
」
の
修

理
を
ボ
ー
イ
ン
グ
社
が
行

い
、
そ
の
際
の
修
理
ミ
ス

に
よ
っ
て
金
属
疲
労
を
お

こ
し
た
圧
力
隔
壁
が
破

損
、
客
室
内
の
与
圧
空
気

が
一
気
に
機
体
尾
部
に
吹
き
出

し
、
垂
直
尾
翼
の
ほ
と
ん
ど
と
補

助
動
力
、
4
系
統
あ
る
油
圧
装
置

の
す
べ
て
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り

操
縦
不
能
と
な
っ
た
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
圧
力
隔
壁
原
因
説
に

は
、
多
く
の
関
係
者
か
ら
疑
問
が

出
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
。
そ
れ

で
も
事
故
調
に
よ
る
再
調
査
は
実

施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆

◆

◆

◆

事
故
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な

い
、
日
々
の
安
全
運
航
の
た
め
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
の
研
修
施
設
と

し
て
、
「
安
全
啓
発
セ
ン
タ
ー
」

が
2
0
0
6
年
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
で
は
ト
ラ
ブ

ル
が
続
発
し
て
い
ま
し
た
。
有
識

者
か
ら
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め

の
三
現
主
義
（
①
現
場
②
現
物
③

現
人
）
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
実
践

と
し
て
御
巣
鷹
の
墜
落
現
場
へ
の

慰
霊
登
山
、
啓
発
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
保
管
の
墜
落
機
の
残
骸
を
み

る
、
当
時
の
内
容
を
知
る
人
か
ら

話
を
聞
く
こ
と
を
毎
年
の
新
人
研

修
に
盛
り
込
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。セ

ン
タ
ー
内
に
入
る
と
、
1
2

3
便
の
機
体
の
残
骸
、
事
故
原
因

と
さ
れ
た
後
部
圧
力
隔
壁
、
無
残

に
拉
げ
、ね
じ
れ
た
座
席
シ
ー
ト
、

墜
落
時
間
で
止
ま
っ
た
時
計
な
ど

持
ち
主
の
わ
か
ら
な
い
遺
品
の
数

々
、
死
の
恐
怖
の
中
で
家
族
に
あ

て
た
走
り
書
き
の
手
紙
…
。
展
示

品
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
本
当
に
事
故

の
悲
惨
さ
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

展
示
品
の
中
に
、
結
婚
休
暇
明
け

最
初
の
フ
ラ
イ
ト
だ
っ
た
ア
シ
ス

タ
ン
ト
パ
ー
サ
ー
の
対
馬
祐
三
子

さ
ん
が
、
不
時
着
を
想
定
し
て
書

い
た
緊
急
ア
ナ
ウ
ン
ス
用
の
メ
モ

書
き
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
お

ち
つ
い
て
下
さ
い
」
「
ハ
イ
ヒ
ー

ル
を
脱
い
で
下
さ
い
」
「
荷
物
を

持
た
な
い
で
下
さ
い
…
」
。
死
へ

の
恐
怖
と
た
た
か
い
な
が
ら
も
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、
懸
命
に

乗
務
員
と
し
て
の
職
務
を
全
う
し

よ
う
と
し
て
が
ん
ば
っ
た
様
子
が

伝
わ
り
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

思
い
で
し
た
。

◆

◆

◆

◆

案
内
を
し
て
く
れ
る
職
員
さ
ん

の
説
明
は
淡
々
と
進
み
ま
す
。
あ

る
意
味
、
一
経
過
の
説
明
で
し
か

な
く
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
た
ち
、

そ
の
遺
族
、
懸
命
に
た
た
か
っ
た

乗
務
員
の
く
や
し
さ
、無
念
さ
は
、

残
念
な
が
ら
伝
わ
っ
て
は
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

毎
年
4
0
0
0
人
も
の
新
入
職

員
が
啓
発
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
そ

う
で
す
。新
人
さ
ん
は
何
を
感
じ
、

何
を
思
う
の
か
、
う
わ
べ
で
は
な

く
本
音
の
と
こ
ろ
を
聞
い
て
み
た

く
な
り
ま
す
。
現
在
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
は

こ
の
事
故
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知

り
、
伝
え
ら
れ
る
職
員
は
全
体
の

5
％
に
過
ぎ
な
い
そ
う
で
す
。
そ

れ
な
の
に
会
社
は
1
6
5
名
の
ベ

テ
ラ
ン
労
働
者
を
解
雇
し
ま
し

た
。
歴
史
を
知
る
貴
重
な
人
材
、

語
り
継
ぐ
人
た
ち
、誰
よ
り
も「
安

全
」
の
た
め
に
努
力
し
、
要
求
を

か
か
げ
て
た
た
か
っ
て
き
た
人
た

ち
で
す
。
そ
の
労
働
者
を
職
場
か

ら
排
除
し
て
、
本
当
に
「
安
全
」

を
考
え
て
い
る
の
か
、
疑
問
を
持

た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
企
業
利
益

を
最
優
先
し
て
「
安
全
」
な
ど
守

れ
る
わ
け
も
な
い
。
豊
富
な
経
験

と
知
識
を
身
に
着
け
た
ベ
テ
ラ
ン

と
中
堅
、
若
手
の
労
働
者
が
い
て

こ
そ
安
全
は
守
れ
ま
す
。
航
空
労

働
者
も
、
医
療
・
介
護
労
働
者
も

「
い
の
ち
」に
か
か
わ
る
仕
事
と
い

う
点
で
同
じ
で
す
。
5
2
0
名
の

尊
い
命
を
通
し
て
、
私
た
ち
医
療

・
介
護
労
働
者
も
学
ぶ
べ
き
多
く

の
課
題
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

憲
法
記
念

日
で
あ
る
5

月
3
日
、
全

国
各
地
で
集

会
が
行
な
わ

れ
る
な
か
、

東
京
江
東
区

の
有
明
防
災

公
園
で
「
平

和
と
い
の
ち

と
人
権
を
！

5
・
3
憲
法

集
会
―
許
す

な
！
安
倍
改

憲
発
議
―
」

が
開
催
さ

れ
、
過
去
最
高
と
な
る
6
万
5
0

0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

自
民
党
は
4
月
25
日
、
衆
議
院

憲
法
審
査
会
を
た
っ
た
1
分
間
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
強
行
し
ま
し

た
。
5
月
以
降
も
与
野
党
の
合
意

な
く
一
方
的
に
憲
法
審
査
会
の
開

催
を
強
行
す
る
動
き
を
強
め
て
い

ま
す
。

改
憲
を
め
ぐ
っ
て
国
会
内
の
攻

防
が
強
ま
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

立
憲
野
党
を
支
え
る
市
民
の
運
動

強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

集
会
に
は
立
憲
民
主
、
共
産
、

国
民
民
主
、
社
民
の
4
野
党
の
党

首
と
参
院
会
派
「
沖
縄
の
風
」
の

伊
波
議
員
が
そ
ろ
っ
て
登
壇
し
、

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
安
倍
政

権
に
よ
る
改
憲
発
議
を
許
さ
ず
、

憲
法
を
守
ろ
う
」
「
参
議
院
選
挙

で
安
倍
政
治
に
審
判
を
く
だ
そ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
「
安
倍
9

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生
か
す
全

国
統
一
署
名
（
3
0
0
0
万
人
署

名
）
」
は
全
国
各
地
で
強
力
に
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
医
労
連
の
署
名
到
達
は
、

全
体
で
62
万
5
3
2
2
筆
（
4
月

24
日
現
在
）
で
す
。

集
会
後
参
加
者
は
パ
レ
ー
ド
で

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

写真提供：連合通信

5
月
6
日
、
「
2
0
1
9
年
原

水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
」
が

最
北
端
礼
文
島
、
東
京「
夢
の
島
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日
本
の

稚
内
市
の
平
和
行
進
は
道
北
勤
医

労
の
仲
間
を
は
じ
め
約
40
人
が
参

加
。
宣
伝
カ
ー
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が

故
障
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
核
兵
器
の
な
い
平

和
な
時
代
を
つ
く
る
た
め
に
、
肉

声
で
元
気
よ
く
訴
え
ま
し
た
。

1
9
5
8
年
か
ら
始
ま
っ
た
平

和
行
進
は
、
8

月
の
広
島
・
長

崎
の
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
に

む
け
て
「
一
歩

で
も
二
歩
で
も

一
緒
に
歩
こ

う
」
と
の
呼
び

か
け
で
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し

た
。来

年
、
2
0
2
0
年
は
広
島
・

長
崎
の
被
爆
か
ら
75
年
を
迎
え
ま

す
。
国
連
は
2
年
前
の
2
0
1
7

年
7
月
、
核
兵
器
を
全
面
的
に
禁

止
す
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
を

採
択
し
、
い
ま
多
く
の
国
が
市
民

の
運
動
と
協
力
し
、
条
約
発
効
へ

と
動
い
て
い
ま
す
。
い
ま
で
は
、

禁
止
条
約
に
賛
成
の
国
が
加
盟
国

の
3
分
の
2
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

戦
争
で
な
く
平
和
を
！
核
兵
器
の

廃
絶
を
！
と
の
た
ゆ
み
な
い
運
動

と
世
論
の
力
が
、
歴
史
を
動
か
し

て
い
ま
す
。

日
本
は
、
人
類
の
歴
史
で
た
だ

一
つ
、
核
兵
器
の
惨
禍
を
国
民
が

体
験
し
た
国
で
す
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
日
本
政
府
は
、「
核
の
傘
」

の
名
で
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
に
依

存
す
る
態
度
を
と
り
続
け
、
条
約

を
批
准
し
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。

開
始
以
来
、
国
民
の
声
を
一
つ

に
結
び
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

に
届
け
て
き
た
国
民
平
和
大
行
進

が
、
い
ま
、
大
き
な
役
割
を
果
た

す
と
き
で
す
。

日
本
医
労
連
は
今
年
も
「
産
別

旗
」
を
リ
レ
ー
し
ま
す
。
全
国
各

地
で
取
り
組
ま
れ
る
平
和
行
進
に

た
く
さ
ん
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

東京「夢の島」を
スタート

稚
内
の
行
進

第
46
回
医
療
研

究
全
国
集
会
Ｉ
Ｎ

三
重
の
開
催
ま
で

あ
と
1
カ
月
と
迫

り
ま
し
た
。
三
重

県
医
労
連
を
先
頭

に
現
地
実
行
委
員

会
は
医
療
・
介
護

関
係
団
体
の
協
賛

も
得
て
医
療
研
成

功
に
向
け
て
精
力

的
に
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
あ

と
は
、
全
国
か
ら

の
参
加
者
組
織
と

分
科
会
レ
ポ
ー
ト

の
組
織
が
成
功
の

カ
ギ
で
す
。

参
加
申
し
込
み

締
め
切
り
は
、
宿

泊
希
望
の
場
合
5

月
22
日
（
水
）
、

宿
泊
な
し
の
場
合
は
5
月
31
日

（
金
）
で
す
。

6
月
14
・
15
日
は
三
重
県
津
市

に
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。

〈
第
46
回
医
療
研
究
全
国
集
会

Ｉ
Ｎ
三
重
〉

■
6
月
14
日（
金
）13
時
開
会
、

15
日
16
時
終
了

■
全
体
会
「
三
重
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
」

分
科
会
「
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
、
津
市
ア
ス
ト
プ
ラ
ザ
」

■
申
し
込
み
〜
申
込
用
紙
に
記

入
の
上
、
名
鉄
観
光
さ
い
た
ま
支

店
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
4
8
―
6
4
1

―
5
2
8
7
）
で
。

日本航空安全啓発センター

１カ月１カ月

開催開催
までまで

全国医療研 in 三重に集まろう全国医療研 in 三重に集まろう

失
敗
を
可
視
化
す
る
大
切
さ

許
す
な
！
改
憲
発
議

許
す
な
！
改
憲
発
議

５
・
３
憲
法
集
会
に
６
万
５
千
人

５
・
３
憲
法
集
会
に
６
万
５
千
人
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子
連
れ
で
メ
ー
デ
ー
へ

千
葉
県

事
務

新
井
有
紀

昨
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、
1
歳
の

子
ど
も
を
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。

ビ
ン
ゴ
が
あ
り
、
東
北
復
興
支
援

の
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
が
当
た
り
ま

し
た
。
子
ど
も
も
喜
ん
で
飲
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
が
あ
る
と
子
ど
も
も
楽
し
め
る

の
で
連
れ
て
行
き
や
す
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り

大
阪
府

事
務

黒
川
淳
子

職
場
委
員
を
降
り
て
か
ら
、「
医

療
労
働
者
」
を
見
る
機
会
が
め
っ

き
り
減
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の

投
稿
で
す
。

野
党
共
闘
で
頑
張
ろ
う

北
海
道

看
護
師

桑
田
信
子

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
は
思
う
よ

う
な
結
果
に
な
ら
ず
、
春
闘
も
パ

ー
ト
の
時
給
10
円
ア
ッ
プ
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
ベ
ア
よ
り
経
営
の

厳
し
さ
ば
か
り
の
回
答
で
展
望
が

見
え
ま
せ
ん
。
安
倍
政
権
を
倒
す

た
め
、
あ
き
ら
め
ず
に
次
の
選
挙

を
野
党
共
闘
で
頑
張
ろ
う
。

ピ
カ
ピ
カ
の
1
年
生

岡
山
県

保
健
師

岡
本
智
美

1
年
生
に
な
っ
た
我
が
息
子

は
、
学
校
で
と
て
も
よ
く
頑
張
っ

て
い
る
と
家
庭
訪
問
で
言
わ
れ
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
ピ
カ
ピ
カ
の
1

年
生
は
緊
張
い
っ
ぱ
い
で
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち

岡
山
県

リ
ハ
ビ
リ

ペ
ン
ネ
ー
ム

ヤ
ス

職
場
で
も
新
人
さ
ん
が
入
っ
て

く
る
こ
の
季
節
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

気
持
ち
に
こ
ち
ら
も
な
り
、
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
5
月
13
日
、
2

0
2
0
年
度
概
算
要
求
に
関
す
る

要
請
を
厚
労
省
に
行
い
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
分
野
の
長
時
間
過

密
労
働
を
是
正
し
、
働
き
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
勤
務
環
境
を
つ
く

る
に
は
大
幅
増
員
の
た
め
の
施
策

と
財
政
措
置
が
必
要
で
す
。

厚
生
労
働
省
が
来
年
度
の
政
策

実
施
に
必
要
な
経
費
を
ま
と
め
財

務
省
に
送
付
す
る
の
が
「
概
算
要

求
」
。
そ
の
検
討
に
入
る
こ
の
時

期
に
、
私
た
ち
の
要
求
を
政
策
に

も
り
こ
み
、
必
要
な
財
政
措
置
を

と
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

【
パ
ズ
ル
解
答
】
第
1
7
0
8
号

の
答
え
は
「
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
」
で

し
た
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

ク
オ
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】
①
組
合
（
病
院
）

名
、
②
職
種
、
③
氏
名
、
④
〒
、

⑤
住
所
を
記
入
し
解
答
を
6
／
3

（
月
）ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」
も
ご
寄
稿
く

だ
さ
い
。

【
応
募
先
】
〒
1
1
0
―
0
0
1

3
台
東
区
入
谷
1
―
9
―
5
「
日

本
医
労
連
教
育
宣
伝
局
」

Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
3
8
7
5
・
6
2

7
0

e -mail:n -ask@irouren.or.jp

火
災
共
済
は
、
組
合
員

含
め
て
2
親
等
以
内
の
親

族
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま

す
。
加
入
の
対
象
は
、
所

有
す
る
建
物
、
居
住
す
る

建
物
に
収
容
し
て
い
る
家

財
で
す
。
年
齢
や
物
件
の

築
年
数
に
関
わ
ら
ず
加
入

で
き
ま
す
。
掛
金
も
全
国

一
律
で
、
実
感
で
き
る
安

い
掛
金
で
す
。

加
入
上
限
で
の
掛
金

は
、
木
造
で
「
坪
数
×
7

口
×
5
円
」
、
耐
火
構
造

で
「
坪
数
×
8
口
×
2
・

5
円
」
が
月
掛
金
と
な
り

ま
す
。
た
と
え
ば
木
造
30

坪
の
建
物
・
基
本
契
約
の

月
掛
金
は
30
坪
×
7
口
×

5
円
で
1
0
5
0
円
と
な

り
ま
す
。

保
障
額
は
、
限
度
い
っ

ぱ
い
の
加
入
で
、
木
造
で

「
坪
数
×
7
口
×
10
万

円
」
、
耐
火
構
造
で
「
坪

数
×
8
口
×
10
万
円
」
が

保
障
額
に
な
り
ま
す
。
築

年
数
に
関
わ
ら
ず
再
取
得

価
額
を
保
障
し
て
い
る
の

で
、
木
造
30
坪
の
場
合
は

「
30
坪
×
7
口
×
10
万

円
」
で
2
1
0
0
万
円
が

保
障
額
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
安
い
掛

金
で
大
き
な
保
障
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

地
震
特
約
も
、
加
入
し

て
い
る
建
物
・
家
財
の
基

本
契
約
と
同
額
の
掛
金

で
、
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
の
質
権
設

定
も
で
き
ま
す
の
で
、
共

済
説
明
会
で
も
火
災
共
済

を
位
置
づ
け
、
加
入
を
大

い
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

2
0
2
5
年
に
お
け
る
看

護
職
員
必
要
数
に
関
し
て
、

と
り
ま
と
め
が
8
月
か
ら
9

月
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

前
々
号
（
1
7
0
8
号
）
の

「
医
療
の
眼
」
で
も
取
り
上

げ
ま
し
た
が
、
今
号
で
も
さ

ら
に
詳
し
く
記
述
し
ま
す
。

看
護
職
員
の
将
来
需
要

は
、
医
師
需
給
推
計
の
方
法

と
直
近
の
病
床
機
能
報
告
を

ふ
ま
え
、
﹇
地
域
医
療
構
想

の
2
0
2
5
年
必
要
病
床

数
﹈
×
﹇
2
0
1
7
年
病
床

機
能
報
告
か
ら
算
出
し
た
病

床
当
り
看
護
職
員
数
﹈
と
い

う
計
算
で
求
め
ら
れ
ま
す
。

2
0
1
7
年
度
病
床
機
能

報
告
に
お
け
る
入
院
（
病
院

・
有
床
診
療
所
）
に
従
事
す

る
看
護
職
員
数
は
、
6
1
9

6
9
6
・
2
人
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
「
推
計
ツ
ー
ル
」
の

指
定
値
を
用
い
た
2
0
2
5

年
の
看
護
職
員
需
要
は
、
6

1
6
7
6
8
人
と
な
り
ま

す
。
全
体
で
▲
2
9
2
9
人

（
0
・
5
％
）
の
微
減
と
推

計
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

の
総
数
微
減
の
内
訳
を
見
る

と
、
高
度
急
性
期
▲
14
・
3

％
、
急
性
期
▲
22
・
7
％
、

慢
性
期
▲
11
・
3
％
と
、
3

機
能
合
せ
て
約
10
万
人
減
と

な
る
一
方
、
回
復
期
は
9
・

8
万
人
増
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
地
域
医
療
構
想
に
よ

る
病
床
機
能
分
化
の
推
進
に

よ
る
も
の
で
す
。

病
床
削
減
と
一
体
の

需
給
推
計

地
域
医
療
構
想
は
、
将
来

の
人
口
変
動
と
、
病
床
の
機

能
分
化
政
策
を
前
提
と
す
る

た
め
、
こ
の
両
者
の
影
響
が

著
し
い
県
に
お
い
て
は
、
2

0
1
7
年
時
点
の
看
護
職
員

配
置
よ
り
も
20
％
以
上
も
少

な
く
将
来
の
入
院
医
療
に
お

け
る
看
護
職
員
需
要
を
見
込

む
こ
と
と
な
り
ま
す
。
病
床

削
減
＝
看
護
職
員
削
減
と
な

る
需
要
推
計
は
、
断
じ
て
認

め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

地
域
実
情
を
見
な
い

機
械
的
あ
て
は
め

ま
た
、
各
都
道
府
県
の
需

要
推
計
は
、
国
が
指
定
し
た

「
病
床
当
り
看
護
職
員
数
」

を
機
械
的
に
当
て
は
め
て
行

う
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
は
同
じ
病
床
機
能
で
も

各
県
ご
と
に
こ
の
数
値
は
様

々
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
各
地
の
看
護
職
員
の

需
給
バ
ラ
ン
ス
、
地
域
医
療

や
病
院
運
営
の
実
態
な
ど
、

歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た

地
域
の
実
情
が
あ
る
か
ら
で

す
。
こ
う
し
た
実
態
を
全
く

無
視
し
て
機
械
的
に
当
て
は

め
た
需
要
見
通
し
を
前
提
に

し
て
、
今
後
の
看
護
職
員
の

確
保
計
画
を
た
て
る
と
す
れ

ば
、
医
療
の
現
場
に
大
き
な

混
乱
を
も
た
ら
し
ま
す
。

推
計
方
法
そ
の
も
の
に
も

問
題
が
あ
り
ま
す
。
推
計
ツ

ー
ル
に
お
け
る
病
床
当
り
看

護
職
員
数
の
指
定
値
（
例
え

ば
高
度
急
性
期
の
国
指
定
値

は
0
・
9
5
7
7
9
4
）は
、

大
く
く
り
の
平
均
値
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
同
じ
病
床
機
能
と

報
告
さ
れ
て
い
る
病
棟
で
あ

っ
て
も
、
看
護
職
員
の
実
際

の
配
置
人
員
に
は
大
き
な
開

き
（
高
度
急
性
期
で
は
、
最

大
値
3
・
4
9
1
8
4
2
・

特
定
集
中
治
療
室
管
理
加
算

1
、
最
小
値
0
・
4
3
2
3

5
3
・
一
般
病
棟
特
別
入
院

基
本
料
）
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
病
棟
の
機
能
を
病
床
機

能
報
告
に
あ
る
区
分
に
選
択

し
て
も
、
必
ず
し
も
そ
の
区

分
は
地
域
医
療
構
想
が
想
定

す
る
機
能
と
合
致
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

看
護
職
員
の
需
要
推
計
で
用

い
ら
れ
る
﹇
将
来
需
要
﹈
×

﹇
需
要
に
応
じ
た
体
制
﹈
と

い
う
計
算
式
に
は
重
大
な
齟

齬
（
そ
ご
）
が
隠
さ
れ
て
い

て
、
例
え
ば
、
高
度
急
性
期

で
あ
れ
ば
、
﹇
将
来
の
高
度

急
性
期
�
需
要
�
﹈
×
﹇
2

0
1
7
年
の
高
度
急
性
期

�
需
要
�
に
対
応
し
た
体
制
﹈

と
い
う
計
算
式
の
第
1
項
の

�
需
要
�
と
第
2
項
の
�
需

要
�
が
、
異
な
る
�
需
要
�

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
質
の
�
需
要
�
で
あ
る
か

の
よ
う
に
扱
わ
れ
計
算
さ
れ

る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
病

棟
が
、
実
際
の
配
置
よ
り
も

少
な
い
配
置
人
員
で
将
来
の

看
護
職
員
需
要
が
計
算
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

職
場
・
地
域
の
実
態
を
推

計
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

鎌
倉
幸
孝

厚労省へ要望提出
２０２０年度概算要求

２０２５年の看護職員必要数は現職員数より少なくなる

火災共済をひろげよう安い掛金
大きな保障


